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１．はじめに
協議会設立の背景等を記載

２．本協議会の構成員
仁淀川に関係する高知市、土佐市、いの町、佐川町、
日高村、高知県、高知地方気象台、
国土交通省四国地方整備局の構成員を記載

３．仁淀川の概要と主な課題
■地形的特徴

・潜在的に堤防の決壊による被害拡大の危険性を有する地形
・仁淀川本川の背水の影響を受けやすい低奥型地形

■過去の被害状況と河川改修の状況
■仁淀川流域の社会経済等の状況
■取組の方向性（主な課題）
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４．現状の取組状況



● 課題
・洪水予報等の防災情報の意味やその情報による対応が住民には十分認識されていないこ
とが懸念される。
・避難勧告等の発令に対し、支川等を含めたタイムラインが作成できていないため、適切
な防災行動に対して懸念がある。
・大雨、暴風により防災行政放送(有線、無線)が聞き取りにくい状況があるため、戸別受
信機の配布も含めて検討する必要がある。 4

４．現状の取組状況

① 情報伝達、避難計画等に関する事項
『洪水時における河川管理者等からの情報提供等の内容及びタイミング』、『避難勧告等の
発令基準』、『避難場所・避難経路』、『住民等への情報伝達の体制や方法』、『想定され
る浸水リスクの周知』、『避難誘導体制・行動計画』

○現状
・避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報等の洪水予報の発表を高知地方気象台と
共同で実施している。
・防災行政無線によりサイレン吹鳴及び避難勧告等の放送を行っている。

風雨などの騒音



新宇治川放水樋門

仁淀川水防資材位置図
(H28.2.4)

土嚢 9,080袋

大型土嚢 80袋

資材

波介川水門

資材

土砂 4,100m3

資材

用石地先

資材 土嚢 950袋

⑰　土佐市

宇佐消防屯所

資材 土嚢 13,500袋

⑯　土佐市

消防署倉庫

大型土嚢 350袋

土嚢 4,600袋

⑩　中央西土木事務所

新居水防倉庫

資材

資材 土嚢 1,600袋

⑱　土佐市

芝水防倉庫

土嚢 －袋

大型照明灯 －台

⑬　いの町

大内消防屯所

資材

土嚢 118袋

大型照明灯 1台

⑮　日高村

下分消防屯所（倉庫）

資材

大型土嚢 1,200袋

土嚢 3,000袋

大型照明灯 10台

⑪　いの町

いの町防災センター

資材

資材 土嚢 4,000袋

⑨　中央西土木事務所

事務所水防倉庫

大型土嚢 1,000袋

土嚢 1,000袋

大型照明灯 6台

⑫　いの町

枝川消防屯所

資材

大型土嚢 1,000袋

土嚢 1,000袋

大型照明灯 4台

⑬　いの町

八田消防屯所

資材

資材 大型照明灯 4台

⑭　いの町

池ノ内消防屯所

140m2

2500袋

⑥　水防拠点

南の谷排水機場

資材置場

大型土嚢

13m2

187m2

⑦　水防拠点

高岡水防待避所

オフィス

資材置場

11m2

450m2

⑧　水防拠点

波介川水門

オフィス

資材置場

25m2

③　水防拠点

仁淀川出張所

オフィス

250m2

④　水防拠点

奥田川排水機場

資材置場

216m2

④　水防拠点

宇治川樋門付近

資材置場

1,500m2

②　水防拠点

仁西地先

資材置場

土砂 8,200m3

資材

いの地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ 三柱ﾌﾞﾛｯｸI型(2t) 98個

資材

波川地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ 六脚ﾌﾞﾛｯｸA型(2t) 111個

資材

宇治川放水路吐口

三柱ﾌﾞﾛｯｸⅠ型(2t) 63個

三柱ﾌﾞﾛｯｸⅡ型(2t) 23個

ｼｪｰｸﾌﾞﾛｯｸ(2t) 3個

三連ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 14個

ｽﾄｰﾝﾌﾞﾛｯｸ(2t) 20個

中空三角ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 147個

中空三角ﾌﾞﾛｯｸ(中詰、約2.4t) 43個

計 313個

資材

弘岡地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ

3600m2

六脚ﾌﾞﾛｯｸ(3t) 88個

六脚ﾌﾞﾛｯｸ(5t) 33個

計 121個

①　水防拠点

仁ノ地先

備蓄

ﾌﾞﾛｯｸ

資材置場

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ 中空三角ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 2個

計 2個

資材

中島地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ 3連ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 258個

資材

新居地先

3連ﾌﾞﾛｯｸ(2t) 2個

三柱ﾌﾞﾛｯｸ(Ⅱ型) 176個

ｺｰｹﾝﾌﾞﾛｯｸ 2単位(4t) 53個

ｺｰｹﾝﾌﾞﾛｯｸ 5単位(5t) 49個

計 280個

資材

西畑地先

備蓄ﾌﾞﾛｯｸ

土嚢 620袋

大型土嚢 465袋

資材

波介川水防倉庫

資材

150m3/min 1台

30m3/min 5台

照明車 3台

照明装置 7台

機械

波介川車庫

排水

ﾎﾟﾝﾌﾟ車

ヘリポート

弘岡地先

● 課題
・水防団等に対して河川水位等に係る情報を迅速かつ正確に情報伝達できない懸念がある。
・大雨による洪水被害から巡視担当者の身の安全確保が必要である。
・水防資機材の備蓄数量が不足している懸念がある。 5

４．現状の取組状況

② 水防に関する事項
『水防団への河川水位等に係る情報提供』、『河川の巡視区間』、『水防資機材の整備状
況』、『市町村庁舎、災害拠点病院等の水害時における対応』

○現状
・四国地方整備局が基準観測所の水位により水防警報を発表している。
・出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
・市町村、県、四国地方整備局の間で、水防資機材の備蓄情報の共有を行っている。

河川巡視状況



排水ポンプ車規格

災害対策車両（排水ポンプ車）
保管場所（波介川車庫）

● 課題
・現状の排水計画では、今後、想定しうる最大規模の降雨に伴う浸水に対し、確実な住民
避難や早期の社会機能回復の対応を行えない懸念がある。 6

４．現状の取組状況

③ 氾濫水の排除、施設運用等に関する事項
『排水施設、排水資機材の操作・運用』、『既存ダムにおける洪水調節の現状』

○現状
・排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両、機器において、平常時から定期的な保守点検
を行うとともに、機械を扱う職員等への訓練、教育も実施し、災害発生による出動体制
を確保している。

登録番号
(機械番号)

規　　格
進入路
幅員

高知800は 562
(24-4891)

30m3/min
（高揚程型）

3m以上

高知800は
(25-4893)

30m3/min
（高揚程型）

3m以上

高知800は 210
(4312-14)

30m3/min 3m以上

高知800は 445
(19-4892)

高知800は 479
(20-4893)

150m3/min 3m以上

3m以上30m3/min

高知800は 77
(11-4894)

排水状況
平成26年8月3日台風12号

排水ポンプ車設置状況
平成26年8月3日台風12号

水中ポンプ設置状況

平成26年8月3日台風12号

排水ポンプ車
稼働状況



● 課題
・堤防未整備箇所や流下断面が不足している区間があり、洪水により氾濫するおそれがあ
る。 7

４．現状の取組状況

④ 河川管理施設の整備に関する事項
『堤防等河川管理施設の現状の整備状況及び今後の整備内容』

○現状
・洪水を安全に流下させるよう堤防未整備箇所について、上下流バランスを考慮し堤防整
備を推進している。
・堤防決壊までの時間を少しでも引き延ばすために、堤防天端の舗装を実施している。

堤防の整備イメージ

・堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の浸透を抑制

するとともに、越水した場合には法肩部の崩壊の進行を遅らせる

ことにより、決壊までの時間を少しでも延ばす。

堤防天端の保護

堤防天端をアスファルト等で保護した堤防では、ある程度の時
間、アスファルト等が残っている。

アスファルト等
堤防の整備

河道掘削
樹木伐採

▽H.W.L

▽平水位

仁淀川
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５．減災のための目標



（１）円滑かつ迅速な避難行動のための取組

（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活
動等の取組
（３）社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

9

５．減災のための目標

■５年間で達成すべき目標

堤内地の地盤高が低いことや堤奥型地形の特徴を踏まえ、仁淀川で
発生しうる大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」や「社会経済被害の最小
化」を目指す。

※低奥型地形の特徴･･･仁淀川下流域の支川が仁淀川から離れるほど地盤高が低い地形
※大規模水害･･･想定しうる最大規模の降雨に伴う洪水とする。
※逃げ遅れゼロ･･･ハード対策、ソフト対策を実施することによって洪水に対して安全な場所へ逃げ切ること

ができる状態。

■目標達成に向けた３本柱の取組
河川管理者が実施する堤防整備等、洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取組を
実施。
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６．概ね５年で実施する取組



２）ソフト対策の主な取組

６．概ね５年で実施する取組

１）ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策 ■危機管理型ハード対策 ■内水被害を軽減する対策
■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

①円滑かつ迅速な避難行動のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する取組
・リアルタイムの情報提供及び連絡網の整備
・「映像情報の提供に関する協定」の締結
・プッシュ型情報の発信
・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）における関係機関の連携状況等を踏まえた精度向上
・防災行動計画（タイムライン）を用いた訓練の実施
・避難勧告等における助言の実施
・近隣市町村との広域避難に関する調整、避難経路の検討
・避難行動計画の検討
・洪水予報文の改良
・想定しうる最大規模の降雨も含めた浸水想定区域及び地点別氾濫シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域の指定
・想定しうる最大規模の降雨も含めた浸水想定区域及び地点別氾濫シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域の住民への周知
・浸水リスクに関する住民意識調査及び防災情報の認識、活用実態調査の実施
・ハザードマップ（統合型防災マップ）の作成改良、周知
・まるごとまちごとハザードマップの整備と周知
・情報伝達手段の多重化としてのコミュニティFM放送の整備、防災ラジオ配布の検討を実施
・情報伝達（ホットライン）の実施
・浸水被害情報提供システムによる内水状況の共有
■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
・避難を促す緊急行動に係わる情報の共有
・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の可能性」等の改善
・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料の作成、配布による、防災情報の住民等への周知
・小中学校等における防災教育を実施
・ダム操作に関する地元関係者への周知 11



２）ソフト対策の主な取組

６．概ね５年で実施する取組

②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施
・水防連絡会の開催、重要水防箇所の共同点検及び精査、見直し
・水防団、自主防災組織、消防署等の関係機関が連携した水防訓練の実施
・水防団等に対して河川水位等に係る情報提供の実施
■要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
・要配慮者利用施設、関係各課と連携した、情報伝達訓練や避難訓練の計画の検討及び避難確保計画等の作成に向けた支援
の検討を実施
・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化
■排水活動の強化に関する取組
・排水機場、樋門、排水路等の情報共有を踏まえた、排水計画の検討を実施
・排水ポンプ車の出動要請及び出動体制の確保
・排水機場、樋門、排水路等の点検及び操作説明会の実施
・排水ポンプ車等による訓練の実施
・ダムの容量を有効活用するためのダム操作について判断基準、操作ルール等の検討を実施

12



か だ

大臣管理区間

高知市

土佐市

いの町
日高村

L=0.2km

L=1.1km

L=3.7km

L=0.4km

L=0.4km 凡例 浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策
流下能力対策 侵食対策

0 5km

浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

5.8km － 4.8km 1.0km －

内訳
実施区間延長
（重複無し）

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。
※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平21四複、第43号）

洪水を河川内で安全に流す対策
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〈仁淀川〉加田箇所の堤防整備、用石箇所、弘岡箇所の浸透対策、用石箇所、新居箇所
の河道掘削による流下能力向上 【平成28年度～平成32年度：四国地方整備局】



大臣管理区間

土佐市

いの町
日高村

L=1.2km

L=3.1km

L=2.5km

L=0.3km

L=0.8km

L=1.1km

L=0.3km

L=1.4km

L=0.4km

L=0.8km

L=1.2km

L=0.8km

0 5km

凡例 天端の保護
裏法尻の補強

天端の保護 裏法尻の補強

13.9km 13.9km －

内訳実施区間延長
（重複無し）

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等
によって変わる場合があります。

※危機管理型ハード対策と併せて、住民が自らリスクを察知し、自主的に避難で
きるようなソフト対策を実施予定です。

※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合
致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平21四複、第43号）

高知市

危機管理型ハード対策
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〈仁淀川〉氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランス等の観点から整備に至
らない区間などについて、決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう、堤防天端を舗装
【平成28年度：四国地方整備局】

・堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨

水の浸透を抑制するとともに、越水した場合には

法肩部の崩壊の進行を遅らせることにより、決壊

までの時間を少しでも延ばす

堤防天端の保護

堤防天端をアスファルト等で保護
した堤防では、ある程度の時間、
アスファルト等が残っている。

アスファルト等



内水被害を軽減する対策

〈宇治川〉宇治川排水機場のポンプ増設 【平成27年度～平成30年度：四国地方整備局】
天神ヶ谷川の改修 【平成27年度～平成31年度：高知県】
雨水ポンプ場2箇所整備、マンホールポンプ1箇所整備、雨水渠整備、河川側壁嵩上

【平成27年度～平成31年度：いの町】
〈日下川〉日下川放水路の新設 【平成27年度～平成32年度：四国地方整備局】

日下川、戸梶川の改修 【平成27年度～平成32年度：高知県】
日下川岩目地及び戸梶川（馬越）に排水ポンプの設置などのハード対策

【平成27年度～平成32年度：日高村】

日高村

岡花(おかばな)調整池（高知県）

馬越(うまごえ)調整池（高知県）

神母(いげ)樋門

日下川佐川町

いの町

宇治川排水機場

.

【国】
日下川からの内水処理対策
放水路（延長=５．３km、直径=７．０m）

【県】
日下川河道掘削等（延長=４．４km）
戸梶川河道掘削等（延長=２．１km）

【日高村】
＜ハード対策＞
局所的に低い家屋の床上浸水対策
＜ソフト対策＞
地域住民への啓発活動等適切なソフト対策を国と連携して実施

【いの町】
都市下水路施設の更なる整備
支川改修

【県】
天神ヶ谷川河道改修
天神ヶ谷川工区 延長=６２０m

【国】
宇治川排水機場のポンプ増設

新宇治川放水路制水門

平成２６年８月
台風１２号浸水範囲

JR土讃線

とさでん交通

国道３３号

県道浅倉伊野線

凡　　　例
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仁西樋門(外水)

西畑樋門(外水)

西畑樋門(内水)

枝川藤ヶ瀬樋門(外水)

奥田川排水機場(内水)

奥田川排水機場(外水)

宇治川樋門(外水)

宇治川樋門(内水)

新宇治川放水路呑口

南の谷排水機場(鉄塔)

神母樋門(外水1)

神母樋門(外水2)

神母樋門(内水)

波川南樋門
宇治川排水機場(内水)

宇治川排水機場(外水)

波介川管理棟(鉄塔)

波介川管理棟(外水)

中島観測所
森山樋門

用石排水機場(内水)

万願寺樋門

高岡第3樋門

伊野観測所

日下川放水路管理所(呑口)

行当樋門

波介川樋門

十文字堰

夢渡橋

潮止堰上流

潮止堰下流

河口大橋右岸（海岸）

河口大橋左岸（海岸）

新居樋門(外水)

新居樋門(内水)

天崎樋門(外水)

日下川放水路管理所(吐口)

天崎樋門(内水)

城山

半径 1km  の円（概ね人間の動きが分かる範囲）　予定カメラ

半径 　 の円（男女の判別が概ね可能）　予定カメラ400ｍ

半径 1km  の円（概ね人間の動きが分かる範囲）　既設カメラ

半径 　 の円（男女の判別が概ね可能）　既設カメラ400ｍ

堤防危険箇所

0K6

2K0

0K8

1K8

3K2

3K2

有堤　早期に氾濫が発生する地区　3K0

4K4

8K8

10K8

11K6

12K0

13K0

13K4

14K2
14K8

無堤　早期に氾濫が発生する地区　13K6

新設CCTV予定箇所

重要水防箇所凡例

Ａ Ｂ

堤防高(流下能力)

堤 防 断 面

法崩れ・すべり

漏　　　　　　水

水 衝 ・ 洗 掘

工　事　施　工

工　　作　　物

要 注 意 区 間

既設CCTV設置個所

早期に氾濫が発生する地区

13K6
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○避難行動に必要な映像提供に配慮したCCTVカメラの設置
【平成28年度～平成32年度：四国地方整備局】

○水防資機材の確保
【毎年（出水期前）：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、高知県、四国地方整備局】

避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

水防資機材の確保状況

施工後

CCTVカメラの整備

水防資機材 水防待機所

備蓄ブロック
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ハザードマップ（統合型防災マップ）

情報伝達、避難計画等に関する取組

例：防災ラジオ

○避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）における関係機関の連携状況等を踏まえ
た精度向上
【平成28年度～：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、高知県、高知地方気象台、
四国地方整備局】

○浸水リスクに関する住民意識調査及び防災情報の認識、活用実態調査の実施
【平成29年度～：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、四国地方整備局】

○ハザードマップ（統合型防災マップ）の作成、改良、周知
【平成28年度～：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、四国地方整備局】

○情報伝達手段の多重化としてのコミュニティFM放送の整備、防災ラジオ配布の検討を実施
【平成28年度～：高知市、土佐市、いの町、日高村】

支川等を含めたタイムラインの作成
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の可能性」等の改善
【平成29年5月末：高知地方気象台】

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料の作成、配布による、防災情報の
住民等への周知

【平成28年度～：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、高知県、高知地方気象台、
四国地方整備局】

危険度の高まるタイミングやエリアを確認

気象庁が提供する気象情報等の活用 防災情報チラシの作成

警報等を解説、見える化する

高

危
険
度

低

今日 明日

9時 12時 15時 18時 21時 00時 03時 06時 09時

大雨

雨量（mm） 10 30 50 80 50 30
（浸水害）

（土砂災害）

洪水

風
陸上（m/s） 15 20 20 25 20 20 15 12 12
海上（m/s） 20 25 25 30 25 25 20 15 15

危険度を色分けした時系列

洪水警報を補足するメッシュ情報
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関係機関が連携した水防訓練の実施

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○水防連絡会の開催、重要水防箇所の共同点検及び精査、見直し
【毎年(出水期前)：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、高知県、四国地方整備局】
○水防団、自主防災組織、消防署等の関係機関が連携した水防訓練の実施

【毎年(出水期前)：高知市、土佐市、いの町、日高村、高知県、四国地方整備局】
○水防団等に対して河川水位等に係る情報提供の実施

【継続：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、高知県、四国地方整備局】

河川水位等に係る情報提供の実施重要水防箇所の共同点検
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要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

○要配慮者施設、関係各課と連携した、情報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討及び避難確保
計画等の作成に向けた支援の検討を実施
【平成28年度～：高知市、土佐市、いの町、佐川町、日高村、高知県、四国地方整備局】

○大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
【平成28年度～：高知市、土佐市、いの町、日高村】

要配慮者の支援対策



排水ポンプ車訓練を実施

排水活動の強化に関する取組

○排水機場、樋門、排水路等の情報共有を踏まえた、排水計画の検討を実施
【平成28年度～平成32年度：土佐市、いの町、日高村、高知県、四国地方整備局】

○排水ポンプ車等による訓練を実施
【毎年(出水期前) ：高知市、土佐市、いの町、日高村、四国地方整備局】

排水状況
平成26年8月3日台風12号

水中ポンプ設置状況

平成26年8月3日台風12号

排水ポンプ車 稼働状況

21
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７．フォローアップ
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○各機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画、河川整備計
画等に反映することなどによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むこと
が重要である。

○原則、本協議会を毎年出水期前に開催し、取組の進捗状況を確認し、必要に応じて取組方
針を見直すこととする。また、実施した取組についても訓練等を通じて習熟、改善を図るな
ど、継続的なフォローアップを行うこととする。

○なお、本協議会は、今後、全国で作成される他の取組方針の内容や技術開発の動向等を収
集した上で、随時、取組方針を見直すこととする。

計画

実行
点検

改善

フォローアップ


